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報告内容 

 

 

１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

次世代スーパーコンピュータ開発実施本部では、2011

年度末の一部稼働、2012 年度の完成を目指して京速コ

ンピュータ「京」開発を進めている。平成 23 年度から

は、一部の先行ユーザに対する試験利用も始まってい

る。 

 一方、システム開発作業と並行し、開発されるシス

テム上で動作するアプリケーションの性能見積もり等、

稼働後速やかに成果を上げるための準備も重要である。

実施本部では、アプリケーション開発者から提供を受

けたソースコードから、ボトルネックの抽出、演算お

よび通信の特性の分析等を行ない、「京」上での実装方

法の検討や、「京」向けのチューニングを進めている。 

 「京」と RICC はマルチコアや SIMD 機構などアー

キテクチャ的に近いこともあり、チューニングの効果

を確認するためのテストベッドとして非常に有用であ

る。 

 
２． 具体的な利用内容、計算方法 

 今年度は、昨年度に引き続き、格子 QCD について、

最新のアルゴリズムを適用したコードでのタスク割り

付けや SIMD 化の効果を評価し、ネットワークトポロ

ジを意識したプロセスマッピングについて検討した。 

 
３． 結果 

 実装の候補として、ループ間の依存性がないタイプ

と SSOR を利用した依存性のあるタイプの２つを検討

した。前者は SIMD 化およびスレッド並列化が容易だ

が、収束に必要な反復回数が多くなる。一方後者は

SIMD 化およびスレッド並列化のためにハイパープレ

ーン法を適用する必要があるため、演算効率は低下す

るが、収束性は高いという特徴がある。 

今年度の成果としては、昨年度調査した両者を組み合

わせた方法（マルチカラーブロックオーダリング法）

を用いてさらに最適化を進めたことと、ネットワーク

トポロジを意識したプロセスマッピングの検討を進め

た。 

 
４． 今後の計画・展望 

 来年度は、主に通信部分のチューニングを実施する

予定であるが、これらの評価のために引き続き RICC

を継続して利用したい。 

 
５． 利用研究成果が無かった場合の理由 

 プロジェクトの特性上、対外的に公開できる情報が

限られており、今年度は外部に公表できる成果として

はまとめられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


